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⽇本刑法学会九州部会第 136 回例会開催のお知らせ 
 

九州部会事務局 
 
 ⽇本刑法学会九州部会第 136 回例会を下記の要領で開催いたしますので、ご案内申し上
げます。 
 
【⽇時】2025 年 9 ⽉ 13 ⽇（⼟）13：30〜17：00 
 
【場所】ふれあい貸し会議室 博多 No124※（開催：九州⼤学） 
※〒812-0012 
福岡市博多区博多駅中央街 5-12 
博多東ビル 7 階 706 号室 
 

当例会への出席について 
⽇本刑法学会の会員の⽅は、どなたでも当例会にご参加いただけます。 
出席される会員の⽅は、8 ⽉ 31 ⽇（⽇）までに、下記 Google Forms の URL よりご回

答願います。 
https://forms.gle/cgN5UbgTL4vjhSbPA 
 
次に該当する⽅は、事務局の寺嶋まで直接ご連絡ください。 
（上記フォームの説明欄に連絡先を記載しております） 
・ 9 ⽉ 1 ⽇以降に出席の連絡を⾏う⽅。 
・ ⽇本刑法学会の会員でない刑事法研究者（⼤学院⽣を含む）または刑事司法関係の

実務家の⽅で、オブザーバーとして参加を希望される⽅。 
 
実施要項は次⾴へ 
  

https://forms.gle/cgN5UbgTL4vjhSbPA
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【実施要項】 
研究報告①（13：40〜15：10） 
⾺場智⼤会員（熊本学園⼤学経済学部リーガルエコノミクス学科准教授） 
「『共謀』の機能に基づく共同正犯の諸問題の検討――順次共謀、承継的共同正犯、および
包括的共謀について――」 
参考⽂献 
・ ⾺場智⼤「時間的に前後して関与した共犯者間の罪責について（1）〜（5・完）」法学

論叢 193巻 4 号（2023 年）97-117 ⾴、194巻 2 号（2023 年）75-97 ⾴、195巻 2 号
（2024 年）28-47 ⾴、195巻 6 号（2024 年）22-43 ⾴、196巻 2 号（2024 年）17-37
⾴ 

 
研究報告②（15：20〜16：50） 
⽔野陽⼀会員（北九州市⽴⼤学法学部准教授） 
「被疑者取調べの公正性について」 
参考⽂献 
･ 佐藤 隆之「被疑者取調べの適正化」ジュリスト 1370 号 (2009 年)102-106 ⾴。 
･ ⼩坂井久ほか「特集 取調べへの弁護⼈⽴会い」⾃由と正義Vol.75 No.5（2024 年）8-

27 ⾴。 
・ 堀⽥ 周吾「取調べ適正化の現在地 : 録⾳・録画と弁護⼈⽴会いを中⼼に」捜査研究 73 

(7)(2024 年) 2-22 ⾴。 
 
総会・諸連絡（16：50〜17：00） 
 

以上 


